
講演会へのお誘い 
 
イメージング技術は創薬でも医学でもますます重要になってきています。また内容も単

細胞レベルから、細胞内の単一分子の追跡イメージ[1]やマウスの発生の３次元的無浸

襲解剖像[2]に至るまで拡大し,医薬品開発の必須の技術になっていま す[3]。本講演会

は好評を博した同じテーマの昨年の講演会に続くものです。 
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